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要 旨 

本研究では，製作学習の失敗体験における原因帰属の傾向及び原因帰属と技能の関係を調べ

た。製作学習は中学校技術科の木材加工学習とし，技能は同学習において最も一般的作業の一つ

である「のこぎりびき」とした。失敗の原因帰属を調べる調査用紙は先行研究を参考に，内的帰

属２項目（努力，能力）と外的帰属の３項目（課題，運，先生）とした。Ａ市Ｂ中学校において

木材加工学習を行い，その後，調査用紙を用いてのこぎりびきの失敗について調査したところ，

失敗の原因を「運」や「先生」に帰属させる傾向は有意に低かった。この傾向は，教師と生徒の

信頼関係という点では良い傾向である反面，教師の指導における問題点は生徒から抽出されに

くい可能性が示唆された。また，同調査と技能得点との相関を調べたところ，能力帰属と技能得

点との間に有意性のある負の相関が得られた。先行研究では，能力帰属は意欲にもネガティブな

感情が随伴するとされており，本研究の結果と併せると同帰属に有益な要素が確認できず，同帰

属の生徒に対して個々に応じた教育支援の必要性が示唆された。 

キーワード：技術科・製作学習・失敗場面・原因帰属 

Ⅰ はじめに 

 技術・家庭科技術分野（以下，技術科）はプロジェク

ト法に基づき学習が構成されている。プロジェクト法

とはKilpatrick (1918)が提唱した指導法であり 1)，製

作学習を中心に，生徒たちが自ら計画構案し問題を解

決する実践的な活動を重視するものである。技術科で

は，古くからプロジェクト法の理念のもと教授法が深

められてきた（たとえば，北沢1973・1976，大國ら1990，

柳ら2000，安東2005など）2)~6)。 

技術科の製作学習と言えば，木製品が主要な製作題

材の一つに位置付けられており，現在でも材料加工学

習の一環として多くの中学校で実践されている。それ

は，木材は加工しやすくアイデアを生かした製作が容

易であり，思考力・判断力・表現力等を育む学習活動が

期待できるからである。しかし，木材は，材料特性とし

て繊維方向にそって割れやすい性質があり，作業方法

を間違えると大きな失敗につながる。木材加工学習で

は，生徒は常に失敗と隣り合わせにいるため，学習意

欲を低下させる可能性が含まれる。従って，教師は出

現する生徒の失敗とそれに伴う影響を予測し適切に支

援することが求められる。 

認知心理学における原因帰属に関するこれまでの研

究では，達成動機が高い者は失敗の原因を努力不足な

どの内的で統制可能な要素に帰属し，低い者は能力不

足などの内的で統制不可能な要素に帰属する傾向があ

ることが示唆されている（Weiner et al.,1970,1975; 

Kukla 1972; Touhey et al.,1975）7)~10)。端的に言え

ば，失敗の原因を自身の努力不足と考える生徒は失敗

後に意欲が上がり，能力不足（ここでは生まれ持つ能

力の意味に近い）と考える者は失敗後に意欲が下がる

というものである。 

筆者らは，既報（Fujikawa et al., 2016)において，

同傾向が技術科の製作学習にも適合するかどうかを検

証している 11）。そこでは，木材加工学習における失敗

体験において，失敗の原因を自身の能力不足と捉える

者ほどネガティブな感情が随伴するという既存の理論

と整合する結果を導いている。一方、失敗の原因を自

身の努力不足と捉えることとポジティブな感情は随伴

せず，この点においては既存の理論と整合しなかった。

つまり，製作学習においては，失敗後に意欲が上がる 
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ような原因帰属はないという結果であった。 

しかしながら，同報告では，原因帰属と技能の関連

については明らかにしていない。もし，失敗の原因を

自身の能力不足と考える生徒ほど，例えばメタ認知能

力や自己統制能力など何らかの力が働き，技能とポジ

ティブに関連するなら，たとえ意欲が落ちたとしても，

その失敗は有益な意味を持つ。しかし，意欲だけでな

く技能にもネガティブに関連するならば，その傾向を

持つ生徒にとって失敗に有益な意味を見いだせない。 

そこで，本研究では，製作学習の失敗体験における

原因帰属の傾向及び原因帰属と技能の関係を調べた。

製作学習は木材加工学習とし，技能は同学習において

最も一般的作業の一つである「のこぎりびき」とした。 

 

Ⅱ 方法 

調査対象は，Ａ市Ｂ中学校の生徒 125 名とし，授業

実践は2016 年 4月から2017年 3月，同実践に関わる

アンケート調査を2017年5月に実施した。 

授業実践は，「材料と加工の技術」の内容で，木材を

用いた製作学習（木材加工学習）を中心題材とした指

導計画で行った。同授業における，設計・製作の部分に

おける指導計画を表 1 に示す。同計画では，設計を４

時間，製作（けがき・切断・切削・組み立て・仕上げ）

を12時間, 計16時間である。他の部分を含めた題材

（単元）全体の授業時間は25時間であった。 

表１に示す「本実践の指導計画（設計・製作の部分）」

の実践後に，アンケート調査から次の２点について調

べた。１点目は，製作学習後に，のこぎりびきにおける

失敗をどのような原因に帰属させる傾向があるかにつ

いて調査した。図１に原因帰属の傾向を調べる調査用

紙の内容を示す。原因の種類は， Hayamizu（1997）12)

および三宅（2000）13)の先行研究を参考に，内的帰属2

項目，外的帰属 3 項目を用いた。内的帰属の２項目は

「努力が足りなかった」（努力帰属），「能力が足りなか

った」（能力帰属）からなり，外的帰属の3項目は，「課

題が難しかった」（課題帰属），「運が悪かった」（運帰

属），「先生の教え方が悪かった」（先生帰属）からなる。

調査方法は，のこぎりびきについて失敗の有無を尋ね，

失敗した（まっすぐ切れなかった）と答えた生徒には，

上記の５種類の原因がどの程度影響しているかについ

て図１に示す５件法にて回答を求めた。そして，「とて

も影響している」を５点とし，「影響している」から以

下，４点，３点，2点，1点 と順次得点を与え，図１の 

表１ 本実践の指導計画（設計・製作の部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 原因帰属の傾向を調べる調査用紙 

学習 
項目 指導内容・手順等 指導上の留意点 

 

・基本形をもとに，考えられ

る課題とその課題を解決

するための方法（材料の組

み方や補強など）を検討・

交流する。 

・基本形の等角図をもとに，

必要な機能や使用目的を

考慮して構想図をまとめ

る。 

・製作に必要な部品を部品図

にまとめる。 

・交流の結果出てきた解決方

法について，補足の説明を

行う。 

・構造の工夫や使用場面での

条件に適合するかを確認

させる。 

・部品図と対応させること

で，配布される材料へのけ

がきがスムーズに進むよ

うに作成させる。 

 

・作成した部品図を参考に，

材料取りの配置を確認す

る。 

・さしがねの正しい使用方法

を確認しながらけがきを

行う。 

・組み立て時に必要な釘の位

置のけがきを行っておく。 

・切りしろ，けずりしろに必

要な間隔を理解させる。 

・さしがねの使用方法につい

て理解させる。 

・正確な材料どりを実施する

ため，こぐち・こばへのけ

がきを指示しておく。 

 

・のこぎりを使用して，材料

取り寸法線にしたがって

切断を行う。 

・既習内容をもとに，実際の

作業で自ら考えたポイン

トをまとめる。 

・安全に注意しながら，のこ

ぎりびきを正確に行うよ

うに注意を促す。 

・切断の基本的な手順を解説

した上で，体験を通して感

じたことを言語化させる

ためのアドバイスを実施

する。 

 

・切削の仕組み（繊維方向と

ならい目）について学習す

る。 

・仕上がり寸法線までの切削

を行う。 

・既習内容をもとに，実際の

作業で自ら考えたポイン

トをまとめる。 

・切削の作業を通してならい

目の向きを確認させると

ともに，こば削りの際に割

れが発生しないように注

意を促す。 

・切削の基本的な手順を解説

した上で，体験を通して感

じたことを言語化させる

ためのアドバイスを行う。 

 

・仮組み立てを実施し，設計

時とのズレがあった場合

は部品の修正を行う。 

・製作品の構図を考えた上

で，接合の順序を検討し，

ねじ釘を使用して組み立

てを行う。 

・製作品の表面や角を適切な

工具を選択して生作品の

表面や角の仕上げを行う。 

・組み立ての手順を理解させ

る。 

 

組
み
立
て
・
仕
上
げ

３
時
間

 

設
計

４
時
間

 
け
が
き

３
時
間

 

切
断

３
時
間

 

切
削

３
時
間

 

     のこぎりびき でまっすぐ切れなかった （  はい ・ いいえ  ） 

    
 
               次の①～⑤の原因は，その失敗に 

どれくらい影響していますか。 

① 努力が足りなかったから 

           ② もともと その作業の能力がないから 

③ その作業が難しかったから 

④ 運が悪かったから 

⑤ 先生の教え方が悪かったから 

１ 

 質問Ａ 

影
響
し
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い
る 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

影
響
し
て 

い
な
い 

ま

た
く
影
響 

し
て
い
な
い 

と
て
も
影
響 

し
て
い
る 

い
る 

「 はい 」 

  と答えた人 

 5 4 3 2 1 

5 4 3 2 1 

5 4 3 2 1 

5 4 3 2 1 

5 4 3 2 1 

※図中の「まっすぐ」は木口面の板面に対する直角性の意味である（生徒には説明済） 
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表２ のこぎりびきにおける評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ のこぎりびきの様子（イメージ） 

 

①から⑤の各原因帰属における平均値につて多重比較

を行う。 

調査の２点目は，のこぎりびきの技能得点と上記の

原因帰属との相関を調べた。表１の「切断」の過程で

は，のこぎりを使用して材料を切断する作業（のこぎ

りびき）があり，この部分については技能試験を課し

ている。本研究では，のこぎりびきの技能のうち横び

きにおける技能試験の得点（以下，技能得点）を採用し

た。のこぎりびきの様子を図２に示す。技能得点は，板

面の木口面の直角性から評価している。評価は表２に

示すの「のこぎりびきにおける評価規準」に従って，Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の授業者により行われた。表２に示す評価のＡ

を３点とし，Ｂ，Ｃにつては順次，２点、１点と得点を

与え，これを技能得点とする。そして，図１に示す５件

法から得られた各原因帰属の得点と技能得点の相関係

数を算出し原因帰属と技能との関連を調べる。特に，

意欲の低下が伴うとされる「能力帰属」に着目し，技能

得点とどのように関連するのかについて明らかにする。

なお，相関の有無に関する解釈については，小塩（2010）

14)や塗師（2005）15)の解釈を参考に，検定で有意性が示

されても相関係数の絶対値が 0.2 以下の場合はほとん

ど相関がないものとする。 

 

Ⅲ 結果と考察 

 のこぎりびきの失敗における原因帰属の傾向を表３

に示す。これにより，生徒は失敗の原因を「課題」「能

力」「努力」に帰属させる傾向が高く，「運」，「先生」に

帰属させる傾向は，他の原因に比べ有意に低い結果が

得られた。中でも「先生」の平均値が，最も低い数値を

示している。端的に言えば，失敗の原因を「先生の教え

方が悪い」と考える傾向は相対的に低いということで

ある。これは，筆者らの先行研究（Fujikawa et al., 

2016）16)の結果と一致している。同先行研究では，技術

科の製作学習は専門性の高い作業のため，中学生が教

師の教え方を指摘する余地が少ないとしている。本実

践におけるのこぎりびきについても，同先行研究と同

様の傾向が示されたのではないかと推察する。 

続いて，技能得点と原因帰属の相関係数を表４に示

す。これより，能力帰属と技能得点との間に有意性の

ある負の相関が得られた。つまり，失敗の原因を能力

に帰属させる生徒ほど，技能得点が低いという結果と

なった。能力帰属は意欲にもネガティブな感情が随伴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価         評価規準 

Ａ  木口面全体が板面に対して平均的に直角である 

   （立たせることができる.手を放しても倒れず安定している.） 

Ｂ  木口面全体が板面に対して平均的に概ね直角である 

（立たせることができるが不安定.倒れやすい.） 

Ｃ  木口面全体が板面に対して直角とはいえない 

（立たせることができない.） 

 

失敗項目 

原因帰属（内的）  原因帰属（外的） 

①努力 ②能力  ③課題 ④運 ⑤先生 

Mean Mean  Mean Mean Mean 
(SD ) (SD ) 

 
(SD ) (SD ) (SD ) 

のこぎりびき 
（まっすぐ切れない） 

3.33 3.59  3.79 2.20 1.86 
(1.14) (1.01)  (1.03) (1.15) (0.98) 

F 検定 
F (4,68)=76.3** 

課題≒能力，課題＞努力，能力≒努力＞運＝先生 

 N=125,  **p < 0.01, *p < 0.05, 不等号はBonferroni法による多重比較の結果

表３ のこぎりびきの失敗における原因帰属の傾向 
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表４ 技能得点と原因帰属の相関 

 

 

 

 

 

するとされているため，本研究の結果と併せると同帰

属に有益な要素は確認できなかった。このことから，

同帰属の生徒に対して個々に応じた教育支援の必要性

が示唆された。 

 

Ⅲ 教育支援への示唆 

１ 指導と評価の一体化について 

表３の結果から，のこぎりびきの失敗場面において，

その原因を先生の教え方に帰属させる傾向は相対的に

低いという傾向が示されている。この傾向は，教師と

生徒の信頼関係という点では良い傾向である反面，指

導における問題点は生徒から抽出されにくい可能性が

示唆される。従って，教師はそのことを念頭に，生徒の

作業状況を把握し，躓きやそれに伴う思考を可視化で

きるような工夫を行い，常に自身の指導法を問い直す

ことが求められる。それらの工夫により，生徒への適

切な回復指導が行えるとともに，指導と評価の一体化

を図ることが可能になる。 

２ 失敗場面の支援について 

表３の結果から失敗の原因を能力に帰属させる者ほ

ど，技能得点が低いという傾向が示されている。その

他の帰属については先行研究から，能力帰属は意欲に

もネガティブな感情が随伴するとされているため，有

益な要素は見当たらないということになる。つまり，

失敗の原因を自身の能力に帰属させる傾向の生徒に関

しては，失敗した際に意欲と技能の両面にマイナスの

影響が及ぶことを想定し，その両面から失敗内容に応

じた適切な支援が求められる。さらには，個々の生徒

が失敗の原因をどのように帰属させる傾向があるのか

について，作業前に把握しておき，予想される失敗に

対し適切な支援を計画しておくことも重要な視点の一

つであると考える。 

 

Ⅳ まとめ 

 本研究では，木材加工学習での「のこぎりびき」にお

ける失敗の原因帰属の傾向と原因帰属と技能の関係を

調べた。その結果，以下の知見が得られた。 

１）失敗の原因帰属について調査したところ，生徒は

失敗の原因を「課題」「能力」「努力」に帰属させる傾

向が高く，「「運」や「先生」に帰属させる傾向は有意

に低かった。この傾向は，教師と生徒の信頼関係と

いう点では良い傾向である反面，指導における問題

点は生徒から抽出されにくい可能性が示唆された。 

２）原因帰属と調査用紙と技能得点との相関を調べた

ところ，能力帰属と技能得点との間に有意性のある

負の相関が得られた。能力帰属は意欲にもネガティ

ブな感情が随伴するとされているため，本研究の結

果と併せると失敗場面において同帰属に有益な要素

が確認できない。そのため，同帰属の生徒に対して

個々に応じた教育支援の必要性が示唆された。 

これらのことから，教員の指導における問題点につ

いて生徒から指摘を受けにくい可能性があるため，生

徒の作業状況を把握し，生徒個々の躓きやそれに伴う

思考や可視化できるような工夫，及び適切な回復指導

の重要性が示唆された。また，失敗の原因を自身の能

力に帰属させる傾向の生徒に関しては，失敗した際に

意欲と技能の両面にマイナスの影響が及ぶことを想定

し，その両面から失敗内容に応じた支援を計画してお

くことが必要であると考えられた。 

次に，本研究の今後の展望について述べる。「Ⅲ 結

果と考察」でも指摘したが，個々の生徒が失敗の原因

をどのように帰属させる傾向があるのかについて，作

業前に把握することができれば，予想される失敗に対

し個々に応じた適切な支援計画を立てることができる。

そのためには，失敗した場合の原因帰属を失敗前に把

握することができるのかについて検証することが求め

られる。具体的には，投影法などを用いて事前に把握

した帰属傾向が実際に失敗した際の帰属傾向と相関が

あるのかについて教育実践を通じた検証が必要である。

それらは今後の課題とする。 
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原因帰属（内的）      原因帰属（外的） 

努力   能力       課題    運    先生 

技能得点     -.16   -.21*           -.14    -.02   -.06 
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